
　

生
人
形
と
は
、
真
に
迫
っ
た
等
身
大
の
人
形
を
見
世
物
興
行
に
し
た
も
の
で
、
松
本
喜
三
郎
（
一
八
二
五
―
九
一
）
は

そ
の
代
表
的
な
作
者
で
あ
る
。
喜
三
郎
が
興
行
に
か
け
た
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
は
西
国
霊
場
に
ま
つ

わ
る
霊
験
譚
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
見
物
客
を
集
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

喜
三
郎
の
『
観
音
霊
験
記
』
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
か
ら
東
京
浅
草
奥
山
で
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）

二
月
か
ら
は
大
阪
千
日
前
で
興
行
を
お
こ
な
っ
た
。
大
阪
で
興
行
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、
い
く
つ
か
の
霊
場
で
は
場
面

の
差
し
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
（
細
田
明
宏　

二
〇
二
〇　
『
近
代
芸
能
文
化
史
に
お
け
る
『
壺
坂
霊
験

記
』』
ひ
つ
じ
書
房
）。
そ
の
後
は
内
容
に
大
き
く
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
観
音
霊
験
記
』
は
、

明
治
一
二
年
十
一
月
か
ら
は
京
都
新
京
極
道
場
に
場
所
を
移
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
各
地
で
興
行
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
資
料
紹
介
】

松
本
喜
三
郎
旧
蔵
の
生
人
形
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』

番
付
（
明
治
十
二
、
十
四
年
）

　
　
―
付
、
美
術
天
真
会
『
西
国
三
十
三
所
巡
礼
霊
験
記
』
番
付
（
明
治
三
十
四
年
）

細
田
　
明
宏
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こ
れ
ら
の
興
行
に
際
し
て
は
番
付
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
番
付
に
は
一
枚
刷
の
も
の
と
冊
子
体
の
も
の
と
が
あ
る
。
一

枚
刷
番
付
は
絵
で
、
そ
し
て
冊
子
体
番
付
は
文
章
と
絵
で
霊
験
譚
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
興
行
の
内
容
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
る
。
な
お
中
前
正
志
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
冊
子
体
番
付
（
明
治
一

二
年
発
行
）
を
図
版
と
翻
刻
と
で
紹
介
し
て
い
る
（
中
前
正
志　

二
〇
〇
八　
「
近
代
池
坊
い
け
ば
な
縁
起
追
考
―
生
人
形

『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』
六
角
堂
条
を
め
ぐ
っ
て
」、『
女
子
大
国
文
』
一
四
三
、
一
―
六
〇
頁
、
お
よ
び
、
中
前
正

志　

二
〇
〇
九　
「
西
国
三
十
三
所
寺
院
縁
起
霊
験
譚
関
係
諸
資
料
（
三
）」、『
女
子
大
国
文
』
一
四
五
、
四
七
―
九
九
頁
）。

　

と
こ
ろ
で
諸
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
明
治
一
二
年
の
大
阪
で
の
興
行
は
大
変
な
人
気
を
博
し
た
。

番
付
も
非
常
に
よ
く
売
れ
た
た
め
に
改
版
あ
る
い
は
覆
刻
が
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
版
が
残
さ
れ
て

い
る
（
牧
野
和
夫　

二
〇
一
八　
「
生
人
形
絵
番
付
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』
と
そ
の
周
辺
―
関
連
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」、『
実

践
国
文
学
』
九
三
、
二
五
―
五
二
頁
）。
し
た
が
っ
て
生
人
形
『
観
音
霊
験
記
』
の
研
究
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ

ら
の
版
を
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
松
本
喜
三
郎
旧
蔵
品
に
含
ま
れ
る
冊
子
体
番
付
の
う
ち
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
お
よ
び

一
四
年
（
一
八
八
一
）
の
も
の
の
影
印
を
紹
介
し
た
い
。
両
者
は
体
裁
や
内
容
が
よ
く
似
て
い
る
も
の
の
異
版
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
喜
三
郎
旧
蔵
品
は
ご
遺
族
の
元
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
松
本
秀
一
氏
に

感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
生
人
形
『
観
音
霊
験
記
』
は
、
喜
三
郎
の
手
を
離
れ
た
後
に
も
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て
各
地
で
興
行
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
本
稿
で
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
美
術
天
真
会
に
よ
っ
て
大
阪
で
お
こ
な
わ
れ
た
興
行
の
際
に
発
行
さ
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れ
た
冊
子
体
番
付
（
架
蔵
）
の
影
印
を
も
併
せ
て
紹
介
し
た
い
。

一
、
喜
三
郎
旧
蔵
の
『
観
音
霊
験
記
』
番
付
（
明
治
一
二
年
お
よ
び
一
四
年
）

　

喜
三
郎
旧
蔵
の
冊
子
体
番
付
は
三
種
類
あ
り
、
発
行
年
は
そ
れ
ぞ
れ
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
明
治
一
二
年
（
一
八
七

九
）、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
明
治
四
年
の
も
の
は
す
で
に
影
印
と
翻
刻
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
（
細
田
明
宏　

二
〇
二
〇　
「
松
本
喜
三
郎
の
生
人
形
番
付
『
西
国
順
礼
霊
験
記
』（
明
治
四
年
）」、『
帝
京
大
学
文
学
部

紀
要
日
本
文
化
学
』
五
一
、
一
九
―
七
八
頁
）。

　

本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
明
治
一
二
年
お
よ
び
一
四
年
の
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
ど
ち
ら
も
、
縦
約
一
八
㎝
・

横
約
一
二
㎝
の
袋
綴
じ
で
、
全
二
〇
丁
の
単
色
刷
り
で
あ
る
。
裏
表
紙
は
空
白
で
あ
る
た
め
、
影
印
の
掲
載
は
省
略
し
た
。

ま
た
明
治
一
二
年
の
も
の
に
は
外
表
紙
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
空
白
で
あ
る
た
め
や
は
り
掲
載
し
て
い
な
い
。

　

本
文
は
両
者
と
も
、
上
半
分
に
霊
験
譚
の
文
章
と
詠
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
治
一
二
年
の
も
の
は
詠
歌

を
庵
点
（
〽
）
で
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
明
治
一
四
年
の
も
の
は
霊
験
譚
の
文
章
と
詠
歌
の
間
に
境
界
線
が
引
か
れ
て

い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

　

両
者
の
相
違
点
と
し
て
も
っ
と
も
顕
著
な
の
は
奥
付
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
明
治
一
二
年
）

　

明
治
十
二
年　

四
月
十
一
日
御
届
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同
年　
　
　
　

同
月　
　
　

出
版

　
　

定
価
金
三
銭
五
厘

　

編
輯　
　

東
京
府
下
浅
草
区
浅
草
北
東
仲
町
第
八
番
地　
　
　
　
　

松
本
喜
三
郎

　

出
版
人　

大
阪
府
下
西
区
新
町
通
壱
丁
目
第
十
一
番
地　
　
　
　
　

田
中
文
治
郎

　

記
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
正
鳳

　

画
工　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
桃
水

（
明
治
一
四
年
）

　

明
治
十
四
年　

七
月　

五
日
御
届

　

同
年　
　
　

十
一
月　
　
　

出
版

　
　

定
価
金
四
銭

　

編
輯
／
出
版
人　

大
阪
府
下
西
区
新
町
通
一
丁
目
第
十
一
番
地　
　

田
中
文
治
郎

　

兌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
喜
三
郎

二
、
美
術
天
真
会
の
冊
子
体
番
付
（
明
治
三
四
年
）

　

喜
三
郎
の
『
観
音
霊
験
記
』
は
、
明
治
二
〇
年
頃
に
人
手
に
渡
っ
た
と
さ
れ
る
（
大
木
透　

一
九
六
一　
『
名
匠
松
本
喜

三
郎
』
昭
文
堂
書
店
、
一
四
七
―
八
頁
）。
そ
の
後
も
、
大
阪
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
興
行
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
澤
井
浩
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一　

二
〇
〇
四　
「
生
人
形
と
見
世
物
興
行
―
大
阪
と
『
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
験
記
』」、「
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
」
展

実
行
委
員
会
編
『
生
人
形
と
松
本
喜
三
郎
』、
一
二
五
―
九
頁
）。

　

そ
の
う
ち
本
稿
で
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
大
阪
南
地
パ
ノ
ラ
マ
館
跡
に
お
い
て
美
術
天
真
会
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
興
行
の
際
に
発
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
架
蔵
の
冊
子
体
番
付
（
明
治
三
四
年
一
二
月
三
〇
日
発
行
、
編
輯
兼

発
行
者
は
井
上
仲
蔵
）
を
影
印
で
紹
介
す
る
。
こ
の
興
行
に
関
し
て
は
、
一
枚
刷
の
番
付
も
発
行
（
版
元
・
井
上
仲
蔵
、

日
本
芸
術
文
化
振
興
会
蔵
）
さ
れ
、
ま
た
高
橋
好
劇
の
「
西
国
霊
場
活
人
形
（
中
）」（『
あ
の
な
』
昭
和
二
年
十
一
月
号
）

で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
（http://blog.livedoor.jp/m

isem
ono/archives/cat_500511 30.htm

l

）。

　

こ
の
一
本
は
縦
約
二
三
㎝
・
横
約
一
六
㎝
の
袋
綴
じ
で
、
表
紙
と
本
文
に
紙
質
の
異
な
る
洋
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

表
紙
の
み
多
色
刷
り
で
あ
る
。
外
題
は
『
松
本
喜
三
郎
翁
作
・
西　

国

卅
三
所 

順
礼
霊
験
記
・
全
』
で
あ
り
、
表
紙
の
絵
画
は
「（
長

谷
川
）
小
信
筆
」
と
あ
る
。
な
お
表
紙
（
付
01
）
と
表
紙
見
返
し
（
付
02
）
は
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。 
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一
、
喜
三
郎
旧
蔵
の
『
観
音
霊
験
記
』
番
付
（
明
治
一
二
年
お
よ
び
一
四
年
）

表
紙
（
明
治
一
二
）

表
紙
（
明
治
一
四
）
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見
返
し
―
一
オ
（
明
治
一
二
）

見
返
し
―
一
オ
（
明
治
一
四
）
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一
ウ
―
二
オ
（
明
治
一
二
）

一
ウ
―
二
オ
（
明
治
一
四
）
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二
ウ
―
三
オ
（
明
治
一
二
）

二
ウ
―
三
オ
（
明
治
一
四
）
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三
ウ
―
四
オ
（
明
治
一
二
）

三
ウ
―
四
オ
（
明
治
一
四
）
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四
ウ
―
五
オ
（
明
治
一
二
）

四
ウ
―
五
オ
（
明
治
一
四
）
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五
ウ
―
六
オ
（
明
治
一
二
）

五
ウ
―
六
オ
（
明
治
一
四
）
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六
ウ
―
七
オ
（
明
治
一
二
）

六
ウ
―
七
オ
（
明
治
一
四
）
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七
ウ
―
八
オ
（
明
治
一
二
）

七
ウ
―
八
オ
（
明
治
一
四
）
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八
ウ
―
九
オ
（
明
治
一
二
）

八
ウ
―
九
オ
（
明
治
一
四
）
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九
ウ
―
一
〇
オ
（
明
治
一
二
）

九
ウ
―
一
〇
オ
（
明
治
一
四
）
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一
〇
ウ
―
一
一
オ
（
明
治
一
二
）

一
〇
ウ
―
一
一
オ
（
明
治
一
四
）
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一
一
ウ
―
一
二
オ
（
明
治
一
二
）

一
一
ウ
―
一
二
オ
（
明
治
一
四
）
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一
二
ウ
―
一
三
オ
（
明
治
一
二
）

一
二
ウ
―
一
三
オ
（
明
治
一
四
）
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一
三
ウ
―
一
四
オ
（
明
治
一
二
）

一
三
ウ
―
一
四
オ
（
明
治
一
四
）
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一
四
ウ
―
一
五
オ
（
明
治
一
二
）

一
四
ウ
―
一
五
オ
（
明
治
一
四
）
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一
五
ウ
―
一
六
オ
（
明
治
一
二
）

一
五
ウ
―
一
六
オ
（
明
治
一
四
）
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一
六
ウ
―
一
七
オ
（
明
治
一
二
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